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ンドに今後組み入れることを、示唆・保証するものではありません。
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ブラジルの金融市場動向 Weekly Report

【1】先週の回顧

先週のブラジル・レアルは、対円、対米ドルともに下落
しました。また、2年国債金利は低下しました。ボルソナロ
次期大統領が年内の一部承認を目指していた年金改革
に対して、悲観的な見解を示しました。市場では当初より、
年内の承認は難しいと見られていたため、反応は冷静な
ものになりました。

また、注目の集まっていたブラジル中央銀行総裁職の
行方ですが、ボルソナロ次期大統領はサンタンデール銀
行理事のカンポス氏を次期総裁に指名しました。これま
でゴールドファイン現総裁が退任した際の後任人事に不
透明感が漂っていましたが、ゴールドファイン氏同様にエ
コノミスト経験のある改革推進派のカンポス氏の指名は市
場に好感的に捉えられました。

経済指標に関しては9月の経済活動指数が発表されま
した。前月比で市場予想を上回りましたが、前年比で下
回る内容となり、市場の反応は限定的でした。

【2】今週の見通し

今週は、各種インフレ率などの経済指標の発表が予定
されています。

市場の注目は年金改革が2019年になる見通しが強
まったことで、一旦、次期政権の閣僚人事など別のテー
マに移りそうです。直近では米国のトランプ大統領を強く
称える右派礼賛的な言動で知られるアラウージョ氏を次
期外相に指名したことで、一部では今後の外交政策への
不安感がささやかれています。

一方、新政権誕生を受けた2019年のブラジル経済の
行方ですが、こちらは期待が持てそうです。コンサルティ
ング会社のデロイト社が大統領選直後に行った調査によ
ると、新政権の構造改革を期待して2019年に、調査対象
の826社のうち97%が投資を、47%が雇用を増やすと回
答し（雇用を減らすと回答したのは7%）、ブラジル経済の
回復に期待が持てる結果となりました。

（出所：ブルームバーグより大和投資信託作成）

※四捨五入の関係で数値とグラフの目盛りが一致しない場合があります。

【ブラジル 金利推移】

【ブラジル・レアル 為替推移】

2018年11月19日

（2018年10月19日～2018年11月16日）

（2018年10月19日～2018年11月16日）

【2018年11月10日～2018年11月16日までの推移】
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